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利用・用途・応用分野

慢性腎臓病（Ｃｈｒｏｎｉｃ Ｋｉｄｎｅｙ Ｄｉｓｅａｓｅ：ＣＫＤ）の治療

目的・課題 解決ポイント

慢性腎臓病患者は増加の一途を
たどり、維持透析患者は３３万人
を超え、ＣＫＤの進展を抑制する
新たな治療法の開発が望まれて
いる。

慢性腎臓病の進展を抑制し、蛋
白尿及び、又は糸球体硬化を伴
う慢性腎臓病、腎臓摘出患者もし
くは腎梗塞後の患者に投与する
ための新たな薬剤を提供すること
を課題とする。

◆腎臓細胞のＥＲ内Ｃａ2+濃度低下や細胞質内
Ｃａ2+濃度上昇を介してＥＲストレスが増加する
ことによる蛋白尿及び又は糸球体硬化を抑制
する薬剤の探索を行った。

◆5/6腎臓摘出ＣＫＤモデルマウスにダントロレン
の薬剤効果を検証したところ 、ＣＫＤの進展
（糸球体硬化）が抑制されることを見出した。

◆5/6腎臓摘出ＣＫＤモデルでは、蛋白尿を生じな
いため、蛋白尿モデルマウス（右腎臓摘出＋
ウシ血清アルブミン負荷）にダントロレンの薬
剤効果を追加検証し、蛋白尿の増加が抑制さ
れることを見出した。

研究概要・アピールポイント

山口ＴＬＯでは共同研究を希望する企業と大学との共同研究契約締結に必要な各種支援も行います。
また、企業と実施許諾契約、有償譲渡契約、オプション契約（当該技術に係るノウハウ等の秘密情報
の開示と共に選択権を約定するもの）など、パートナー企業が希望する契約種別に応じて、相談・支援
及び契約締結を行います。お気軽にお問合せ下さい。

◆ダントロレン又はその薬学上許容される塩あるいは水和物を有効成分とする慢性腎臓
病の進展抑制剤を作製。

◆ダントロレンの経口投与により慢性腎臓病の進展を抑制できる。
◆ダントロレンは、悪性高熱症に処方されており、人体への安全性は確認済みである。
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